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令和４年 第７回 栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和 ４年 ７月２７日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和４年 第７回 

栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。  

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ５ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ６ 議案第 ２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第 ７ 議案第 ３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ４号 農用地利用集積計画について 

日程第 ９ 議案第 ５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について 

 

１ 出席委員 （２２名） 

    １番 佐々木  栄 夫 委員、  ２番 佐 藤    勝 委員、 

    ３番 熊 谷  ゆ り 委員   ４番 佐々木    弘 委員、 

  ５番 遊 佐  一 成 委員、  ６番 菅 原  勝 宏 委員、 

  ７番 岩 淵  敬 一 委員、  ８番 米 山  嘉 彦 委員、 

  ９番 阿 部  一 信 委員、 １０番 曽 根  金 雄 委員、 

 １１番 三 浦  正 勝 委員、 １２番 鈴 木  和 子 委員、 

 １３番 芳 賀  博 秋 委員、 １４番 尾 形  陽一郎 委員、 

 １５番 髙 橋    寛 委員、 １６番 狩 野  善 典 委員、 

 １８番 髙 橋  榮 一 委員、 １９番 岩 渕    弘 委員、 

 ２０番 三 浦    栄 委員、 ２１番 大 沢  純 香 委員、 

   ２２番 大 場  裕 之 委員、 

 ２３番 吉 田  優 俊 会長職務代理者 

 

２ 欠席委員 （２名） 

   １７番 佐々木  耕太郎 委員 

２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

３ 議事に参与した者 

   事務局長        小野寺  世 洋 

事務局長補佐      小 山  雅 規 
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   農地農政係 主 幹   高 橋    潤 

   農地農政係 主 幹   大 場    香 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長 

 ご起立願います。 

 ご苦労様です。ご着席願います。 

 ７月１５日から降り続いた大雨により、市内に土砂災害警戒情報が発令され、築館に  

ある気象庁のアメダス観測地点では、１５日の降り始めから１７日朝５時までの降水量が 

２２６．５ミリと、過去最大となったとの発表であります。 

 市内各地で道路・農道の通行止、そして広範囲にわたり農地の冠水被害が発生しまして、

今後、復旧対策はもちろんのこと、被害に対する迅速な支援を期待するものであります。 

また、市内では新型コロナ感染者が増えてきております。宮城県を含む全都道府県で  

患者数が急増し、第７波が到来したと報道されております。感染防止対策を徹底されまして、

引き続き健康にご留意いただければと存じます。 

それでは、只今から、令和４年 第７回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 ただいまの出席委員は、２２名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

 欠席ならびに遅刻の通告があります。 

 議席番号１７番 佐々木 耕太郎 委員、２４番 鈴木 康則 会長 から所用のため欠席 

する旨、 

 また、議席番号２２番 大場 裕之 委員 から所用のため、遅刻する旨の通告がござい 

ます。 

 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 議案説明等のため、関係職員を出席させております。 

 なお、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、会議場の換気をしております。 

 また、皆様にはマスク着用をお願いいたします。 

 

 

議長 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 
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議事録署名委員は、農業委員会会議規則第２７条の規定により、議席番号６番 菅原  

勝宏 委員、７番 岩淵 敬一 委員 の両名を指名いたします。 

 

議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日間としたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 日程第３、事務報告を行います。事務局から報告いたします。 

 

小野寺事務局長 

 議案資料に基づき、令和４年６月２９日から令和４年７月２７日までに実施の事務事業

等の報告並びに、令和４年７月２８日から令和４年８月２９日までに予定している事務事

業等について説明。 

 

議長 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

議長 

 日程第４、報告第 1号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告いた

します。 

 第１区の番号１番の１案件、第２区の番号２番の１案件、合わせて２案件について、事

務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、高清水地区の 田 １筆 ２１２㎡、売買のための農地法第３条に

よる賃貸借権解約の１案件、 

 第２区の番号２番は、若柳地区の 田 １筆 ２,２４２㎡、売買のための農地法第３条

による賃貸借権解約の１案件、 

 以上、２案件を説明報告。 

 

議長 

これで、日程第４、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、報
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告を終わります。 

 

議長 

 日程第５、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限に該当する案件があ

りますので、はじめに、審議を行います。 

 第３区の番号１１番の１案件について、審議いたします。 

 

議長 

 佐藤 憲一 農地利用最適化推進委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

 暫時休憩いたします。（午後１時４３分） 

（ 佐藤 憲一 推進委員 退席 ） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後１時４３分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 
 

事務局 

 第３区の番号１１番は、栗駒地区の 畑 １筆 １４３㎡、所有権移転売買の１案件で

ある旨を説明。 

 

議長 

 次に、去る７月２１日、議席番号１５番 髙橋 寛 委員、農地利用最適化推進委員 の  

佐藤 憲一 推進委員、及び、三浦 勇市 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、三浦 勇市 推進委員 から報告願います。 

 

三浦 勇市 推進委員 

 去る７月２１日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号１１番の案件につきましては、労力不足による所有権移転売買で、特に問題ないと

判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 
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議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、第３区の番号１１番の１

案件について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第５、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、第３

区の番号１１番の１案件は、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限を解き、佐藤

憲一 推進委員の入場を許可いたします。 

 

 暫時休憩いたします。（午後１時４６分） 

（ 佐藤 憲一 推進委員 着席 ） 

 

議長 

 会議を再開いたします。（午後１時４６分） 

 

 次に、第１区の番号１番から番号４番までの４案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第１区の番号１番は、高清水地区の 畑 １筆 ２８７㎡、 
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 番号２番は、高清水地区の 田 ４筆 ２４,７０７㎡、畑 １筆 １６５㎡、合計  

２４,８７２㎡、 

で、いずれも所有権移転売買の２案件、 

 番号３番は、一迫地区の 田 ２筆 １,５９８㎡、 

番号４番は、一迫地区の 田 １筆 １２１㎡、 

で、いずれも所有権移転贈与の２案件、 

 以上、４案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る７月２０日、議席番号８番 米山 嘉彦 委員、農地利用最適化推進委員 の  

及川 正一 推進委員、及び、千葉 律雄 推進委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号８番 米山 嘉彦 委員 から報告願います。 

 

米山 嘉彦 委員 

 事務局説明の４案件について、去る７月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を行

いました。 

 ４件の詳細は事務局説明のとおりであり、相手方の要望や経営の合理化、労力不足によ

るもので売買や贈与するものであり、特に問題ないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

次に、第２区の番号５番から１０番までの６案件について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第２区の番号５番は、若柳地区の 畑 １筆 ２２１㎡、 

 番号６番は、若柳地区の 田 １筆 ２,２４２㎡、 

で、いずれも所有権移転売買の２案件、 
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番号７番は、若柳地区の 田 ４筆 ３,９７０㎡、畑 １筆 ２５４㎡、合わせて 

４,２２４㎡、 

番号８番は、若柳地区の 田 ４３筆 ５４,０９９㎡、畑 ４筆 ２,５４５㎡、合 

わせて５６,６４４㎡、 

で、いずれも使用賃借権設定の２案件、 

番号９番は、金成地区の 田 ３筆 １,８４２㎡、所有権移転売買の１案件、 

番号１０番は、志波姫地区の 田 １０筆 １４,４４９㎡、畑 １筆 １６７㎡、 

合わせて１４,６１６㎡、使用賃借権設定の１案件、 

 以上、６案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る７月２１日、議席番号１４番 尾形 陽一郎 委員、農地利用最適化推進委員 

の 菅原 昌行 推進委員、及び、氏家 勝子 推進委員 が現地確認調査を行っておりますの

で、その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、氏家 勝子 推進委員 から報告願います。 

 

氏家 勝子 推進委員 

 事務局説明の６案件について、去る７月２１日に４名にて、書類審査及び現地確認を行

いました。 

 詳細は事務局説明のとおりであり、農地法第３条第２項に照らし合わせて、特に問題な

いと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

次に、第３区の番号１２番から番号２０番までの９案件について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第３区の番号１２番は、栗駒地区の 田 １筆 １,０５４㎡、所有権移転贈与の１案件、 
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番号１３番は、栗駒地区の 田 ３筆 ２,０４５㎡のうち ２,０４４.５９㎡、 

番号１４番は、栗駒地区の 田 ２筆 ８２７㎡のうち ８２６.７３㎡、 

番号１５番は、栗駒地区の 田 ２筆 ２,００１㎡のうち ２,０００.６０㎡、 

で、いずれも賃貸借権設定の３案件、 

番号１６番は、栗駒地区の 田 ３筆 ２,０４５㎡、 

番号１７番は、栗駒地区の 田 ２筆 ８２７㎡、 

番号１８番は、栗駒地区の 田 ２筆 ２,００１㎡、 

で、いずれも区分地上権設定の３案件、 

番号１９番は、栗駒地区の 田 ３筆 ２,０３２㎡、 

番号２０番は、栗駒地区の 田 ２筆 ２,３０４㎡、 

で、いずれも使用貸借権設定の２案件、 

 以上、９案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、三浦 勇市 推進委員 から報告願います。 

 

三浦 勇市 推進委員 

 ７月２１日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 ９案件のうち６案件は太陽光発電に係る案件でしたが、９案件すべてにおいていずれ

も審査基準に照らし合わせて特に問題ないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 
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 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の 

番号１番から番号１０番までの１０案件、 

番号１２番から番号２０番までの９案件、 

合わせて１９案件について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第５、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の 

番号１番から番号１０番までの１０案件、 

番号１２番から番号２０番までの９案件、 

合わせて１９案件については、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 

議長 

日程第６、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 第１区の番号１番の１案件について、審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番については、築館地区の 畑 ２筆 ３７２㎡、を住宅用地として転

用し、宅道を造成するものであります。 

 農地区分は、農地の広がりがあり第１種農地に該当しますが、転用面積が既存宅地面積

の２分の１以内であり許可要件を満たし、また、令和４年６月に農振地域から除外されて

おり妥当であることを説明。 
 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、及川 正一 推進委員から報告願います。 

 

及川 正一 推進委員 

 報告いたします。去る７月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 現地確認すると、すでに宅道として利用されており、申請者に話を聞くと、先代の頃か

ら宅道として利用されてきたとのことでした。顛末書を提出済であり、転用をもって周辺

に与える影響もなく、許可には特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 
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議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、 

番号１番の１案件、 

について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第６、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、 

 番号１番の１案件、 

については、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第７、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 はじめに、第１区の番号１番から番号４番までの４案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

番号１番については、築館地区の 田 １筆 ７,０１２㎡のうち４９０㎡の賃貸借権設

定の１案件で、業務用地として一時転用し、東北新幹線の法面工事等に係る資材置場を造

成するものであります。 
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農地区分は農振農用地に該当しますが、６か月間の一時転用のため、不許可の例外規定

に該当すること、排水は雨水を自然浸透処理することを説明。 

番号２番については、築館地区の 田 １筆 １,０１４㎡の地上権設定の１案件で、業

務用地として転用し、太陽光発電施設を設置するものであります。 

 農地区分は都市計画区域内で準工業地域に指定されており第３種農地に該当すること、排

水は雨水を自然浸透処理することを説明。 

 番号３番は、築館地区の 田 １筆 ２,０１０㎡のうち１,４７０㎡の地上権設定の１

案件で、業務用地として転用し、太陽光発電施設を設置するものです。 

 農地区分は都市計画区域内で準工業地域に指定されており第３種農地に該当すること、排

水は自然浸透処理することを説明。 

 番号４番は、使用貸借権設定の案件で、高清水地区の 畑 １筆 ５６５㎡のうち２４

７.８７㎡を業務用地として一時転用し、携帯電話無線施設設置工事に伴う資材置場を造成

するものであります。 

農地区分は農振農用地に該当しますが、３か月間の一時転用のため、不許可の例外規定

に該当すること、排水は雨水を自然浸透処理することを説明。 

 以上、４案件が許可要件を満たしていることを説明。 
 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、千葉 律雄 推進委員から報告願います。 
 

千葉 律雄 推進委員 

 報告いたします。去る７月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号１番は、新幹線沿いの農地で、資材置場に一時転用する申請内容であり、これをも

って周辺に与える影響もないようであり、特に問題がないものと判断しました。 

 番号２番は、隣接地ではすでに太陽光発電施設が設置・稼働しており、今回の転用で周

辺に与える影響もないようであり、特に問題がないものと判断しました。 

 番号３番は、現在牧草地で南向きの太陽光パネル設置となるが、南面には住宅等はなく

これをもって周辺に与える影響もないようであり、特に問題がないものと判断しました。 

 番号４番は、現在は休耕しており、資材置場に一時転用する申請内容であり、これをも

って周辺に与える影響もないようであり、特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号５番から番号１０番までの６案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号５番は、所有権移転売買の案件で、栗駒地区の 田 １筆 ４４０㎡を業

務用地として転用し、資材置場及び業務用駐車場を造成するものであります。 

農地区分は第２種農地ですが、既存敷地の拡張要件により不許可の例外規定で取り扱い

たいと考えます。また、雨水の排水計画も妥当であることを説明。 

番号６番は、賃貸借権設定の案件で、栗駒地区の 畑 １筆 ３１６㎡を業務用地とし

て転用し、業務用駐車場を造成するものであります。 

農地区分は第１種農地ですが、既存敷地の拡張要件により不許可の例外規定で取り扱い

たいと考えます。また、雨水の排水計画も妥当であることを説明。 

番号７番は、賃貸借権設定の案件で、栗駒地区の 田 ３筆 ２,０４５㎡のうち０.４

１㎡を業務用地として転用し、営農型太陽光発電施設を設置するものであります。 

農地区分は農振農用地に該当しますが、一時転用による太陽光発電施設で、下部では榊

を植えることから、不許可の例外規定に該当すること、排水は雨水を自然浸透処理するこ

とを説明。 

番号８番、栗駒地区の 田 ２筆 ８２７㎡のうち０.２７㎡、 

番号９番、栗駒地区の 田 ２筆 ２,００１㎡のうち０.４０㎡、 

の２案件も、番号７番と同一借受人の賃貸借権設定による営農型太陽光発電施設設置と同

様の案件であります。 

番号１０番は、使用貸借権設定の案件で、栗駒地区の 田 １筆 １,３２７㎡のうち６

２７㎡を業務用地として転用し、資材置場及び駐車場として使用するものであります。 

農地区分は第１種農地ですが、既存敷地の拡張要件により不許可の例外規定で取り扱い

たいと考えます。また、雨水の排水計画も妥当であることを説明。 

 以上、６案件が許可要件を満たしていることを説明。 
 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１５番 髙橋 寛 委員から報告願います。 

 

髙橋 寛 委員 

 調査結果を報告いたします。 

 番号５番については、申請地を６ⅿほど土盛りする計画であり、転用許可には特に問題
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がないものの、今後雨水排水などについて経過観察することが望ましいと判断しました。 

 番号６番から１０番については、それぞれ事業による転用に伴う周辺への影響はなく、

転用許可には特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「はい」の声と挙手 ― 

 

議長 

 ２２番 大場 裕之委員。 

 

大場 裕之 委員 

 番号５番の案件についてです。 

 私も髙橋委員と同様に少し懸念を抱いたのですが、６ⅿの土盛りという事で周辺農地へ

の土砂流出は大丈夫かなと心配します。断面図がないが、このような場合、Ｌ字擁壁を設

置したりあるいは斜面にステップを設けたりする義務はないのか。 

 私は素人なのでよく分からないが、その辺の確認を皆さんとあわせて行いたいと思いま

す。 

 

議長 

 暫時休憩いたします。（午後２時２６分） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後２時３０分） 

 それでは、事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 事業計画には、近隣農地への流出のないよう施工していくとしているが、Ｌ字擁壁を設

置したりといった義務はない。 

 今後事務局において施工状態の現地確認を行いながら指導していきたい。 

 

議長 

 大場委員よろしいですか。 

大場 裕之 委員 
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 了解しました。 

 

議長 

 他にございませんか。 

 

  ―「はい」の声と挙手 ― 

 

議長 

 １１番 三浦 正勝 委員。 

 

三浦 正勝 委員 

 番号５番、７～９番について伺います。 

 ５番については、確か以前に農振除外を申請した案件ではないか。どこからどこまでの

範囲で申請されたかは忘れたが、この場所は除外申請されたところではないか。農振除外

がスムーズに認められたのかどうか伺います。 

７～９番については、営農型太陽光発電の案件ですが、認定農業者であれば、許可期間は

１０年ということは分かるが、申請者はそれに該当しているのかどうか、これまで委員会

には３年の期間の案件であったと記憶している。該当要件を確認したい。 

 

議長 

 暫時休憩いたします。（午後２時３５分） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後２時３４分） 

 それでは、事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 ５番については、農振除外許可が令和４年６月８日付けでなされ、その写しが事業計画

に添付されております。説明が不足しすみません。 

 ７～９番については確認に少し時間を要します。 

 

議長 

 それでは、会議開始から１時間以上経過したので、午後２時４５分まで、休憩といたし

ます。 
 

（暫時休憩：午後２時３５分から２時４５分まで） 

 

議長 
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 休憩中の会議を再開いたします。（午後２時４５分） 

 それでは、事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 ７番～９番の許可期間については、今回の３条と５条に関し営農型太陽光発電とセット

で申請となっており、営農をする会社は大崎市において認定農業者に認定されており、 

最長１０年の営農が可能となっておりますことから、１０年の申請となります。 

 

議長 

 三浦委員。 

 

三浦 正勝 委員 

 ３条については了解しましたが、５条については一時転用業者が営農する業者とは別で

あり、一時転用業者が１０年の許可要件に該当するかどうか確認します。 

 

議長 

 それでは、事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 営農型の一時転用について平成２５年、平成３０年にそれぞれ農水省通知が出されてお

り、その中で太陽光発電業者と営農する業者と異なる場合も想定しており、営農者が担い

手では最長１０年まで認められるという内容です。 

 今回の営農者は宮城県全体で広域認定を受けている認定法人であり、１０年まで認めら

れることとなり、それに伴い５条申請も１０年まで認められるという事になっています。 

 

議長 

 三浦委員よろしいですか。 

 

三浦 正勝 委員 

 了解しました。 

 

議長 

 ほかに質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 
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 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、 

番号１番から番号１０番までの１０案件、 

について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第７、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請の、 

番号１番から番号１０番までの１０案件、 

は、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第８、議案第４号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限に該当する案件があ

りますので、はじめに、審議を行います。 

 第２区の番号１７番の１案件について、審議いたします。 

議長 

 議席番号９番 阿部 一信 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願います。 

 

 暫時休憩いたします。（午後２時５０分） 

（ 議席番号９番 阿部 一信 委員 退席 ） 

 

議長 

 会議を再開します。（午後２時５０分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号１７番は、金成地区の 田 ４２筆 ４９,５２２㎡、新規の使用貸借権設

定である旨を説明。 

 

議長 
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 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第４号 農用地利用集積計画についての、第２区の番号１７番の１案件について、

原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第８、議案第４号 農用地利用集積計画についての、第２区の番号１７番

の１案件については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限を解き、阿部

一信 委員の入場を許可いたします。 

 

 暫時休憩いたします。（午後２時５４分） 

（ 阿部 一信 委員 着席 ） 

 

議長 

 会議を再開いたします。（午後２時５４分） 

 

 次に、第１区の番号１番から番号１２番までの１２案件、を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 １筆 ３７６㎡、 

 番号２番は、築館地区の 田 １筆 ３５６㎡、 
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で、いずれも所有権移転売買の２案件、 

 番号３番は、築館地区の 田 ２１筆 １７,５１４㎡、新規の使用貸借権設定の１案件 

 番号４番は、築館地区の 田 １筆 ９,７１０㎡、農地中間管理事業による新規の賃貸

借権設定の１案件、 

 番号５番は、高清水地区の 田 ２筆 ９０４㎡、 

 番号６番は、高清水地区の 田 ３筆 ４０４㎡、 

 番号７番は、高清水地区の 田 １筆 ２１２㎡、 

 番号８番は、高清水地区の 田 １筆 ４２５㎡、 

 番号９番は、高清水地区の 田 １筆 １１１㎡、 

で、いずれも所有権移転売買の５案件、 

 番号１０番は、一迫地区の 田 ２筆 ６,６２４㎡、新規の賃貸借権設定の１案件、 

 番号１１番は、瀬峰地区の 田 １６筆 １９,９３６㎡、 

番号１２番は、瀬峰地区の 田 ２筆 １７,２２１㎡、 

で、いずれも新規の賃貸借権設定の２案件 

 以上、１２案件を説明。 
 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号１３番から番号１６番までの４案件、番号１８番の１案件、合わせ

て５案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号１３番は、若柳地区の 田 １筆 １,０８３㎡、 

 番号１４番は、若柳地区の 田 ３筆 １,５２３㎡、 

 番号１５番は、若柳地区の 田 １２筆 １０,０６９㎡、 

で、新規の賃貸借権設定の３案件、 

 番号１６番は、金成地区の 田 ９筆 ９,２１７㎡、新規の賃貸借権設定の１案件、 

 番号１８番は、志波姫地区の 田 ２筆 ２,２５２㎡、新規の賃貸借権設定の１案件、 

 以上、５案件を説明。 
 
 

議長 
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 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号１９番の１案件について、審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１９番は、栗駒地区の 田 ７筆 １５,８１９㎡、新規の賃貸借権設定

の１案件、 

以上、１案件を説明。 
 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 
 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 日程第８、議案第４号 農用地利用集積計画についての、 

番号１番から番号１６番までの１６案件、 

番号１８番から番号１９番までの２案件、 

合わせて１８案件について、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第８、議案第４号 農用地利用集積計画についての、 

番号１番から番号１６番までの１６案件、 
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番号１８番から番号１９番までの２案件、 

合わせて１８案件については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

議長 

日程第９、議案第５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、を議題といた

します。 

 それでは、番号１番から４１番までの４１案件のうち、お手元にお配りしましたとおり

議案配布後に事務局で再度精査し、番号１４番、２３番から３６番までを議案から除き、

２６案件を審議することといたします。 

議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 番号１番は、築館地区の 田 １,１００㎡、地目は、登記は田、現況は雑種地、 

 番号２番は、築館地区の 田 ７,１６０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３番は、築館地区の 田 ６４９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４番は、築館地区の 田 ３７２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５番は、築館地区の 田 ４３１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６番は、築館地区の 田 ５７５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７番は、築館地区の 田 ６００㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８番は、築館地区の 田 ７６１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９番は、築館地区の 田 ７７２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０番は、築館地区の 田 ５,７８８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１番は、築館地区の 田 ３,８１９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２番は、築館地区の 田 ６,２７４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１３番は、築館地区の 田 ２３７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１５番は、高清水地区の 田 １,３８４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１６番は、若柳地区の 田 １,３８５㎡、地目は、登記は田、現況は原野、 

 番号１７番は、若柳地区の 畑 ２６９㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号１８番は、若柳地区の 畑 ２２㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号１９番は、若柳地区の 畑 １０㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号２０番は、若柳地区の 畑 １２㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号２１番は、若柳地区の 畑 ５１３㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号２２番は、若柳地区の 田 ６５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３７番は、金成地区の 田 ６５９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３８番は、金成地区の 田 １５９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３９番は、金成地区の 田 ７３８㎡、地目は、登記現況とも田、 
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 番号４０番は、金成地区の 田 ７１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４１番は、志波姫地区の 畑 ３７４㎡、地目は、登記は畑、現況は田、 

  以上、２６案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

 ―「はい」の声と挙手 ― 

 

議長 

 １１番 三浦 正勝 委員。 

 

１１番 三浦 正勝 委員 

 １１番の三浦です。 

 今回議案から除かれた案件は、今後も非農地判断が難しい理由があると思うが、その理

由をお知らせください。今後我々委員が確認する際にも参考にしたいと思います。 

 

議長 

 事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 除外した案件は、いずれも隣接地において水稲の作付けが行われているところであり、

例えば四角形であれば四辺のうち一辺、八角形であればそのいずれか一辺が耕作している

土地に接しているため除外したもの、あるいは隣接地で今後作付けの可能性のあるもので

あります。 

 今回の案件は、ご承知のとおり各委員に現地確認いただき所有者本人の意向を確認いた

だいたうえで提出いただいたものの中から提案しております。その際は、各委員にも要件

をお配りし考え方の「目ならし」をしたうえで進めてきていると伺っておりますが、細か

いところまでの判断は難しい部分もあり、このように除外する案件が生じることとなった

ものであります。 

 

議長 

 三浦委員よろしいですか。 

 

三浦 正勝 委員 

 了解しました。 
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議長 

 ほかに質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、原案のとおり決定する 

ことに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第９、議案第５号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断については、原

案のとおり、決定いたしました。 

 

議長 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

 これで、令和４年 第７回 栗原市農業委員会総会を閉会いたします。 
 

 ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

  ＜ 午後 ３時 ６分 閉会 ＞ 
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